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寒冷紗によるべたがけ被覆期間がセル成型苗を用いた

春どりキャベツの生育に及ぼす影響
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近年の野菜価格の低迷により、低コスト化を目指した

省力大規模栽培の必要性が高まっている。

キャベツ栽培の規模拡大のためには、定植作業及び収

種・搬出作業の機械化・省力化が不可欠とされている

（高橋ら、2002)。このような要求を背景として、全自

動移植機、全自動収穫機等の機械が開発され、その利用

に関する研究が推進されてきた（福地ら、２０００；八谷、

2003)。収穫作業の機械化においては、一斉収種が前提

となるため、収穫時の生育の斉一性を向上させる必要が

ある。そのためには生育の揃ったセル成型苗を生産して、

十分な水分を与えて、適切な深さに定植し、速やかに活

着させることが重要である(藤原、2004)。

寒玉系キャベツの夏まき冬どり栽培においては、セル

成型苗の利用を軸とした定植作業及び収穫・搬出作業の

機械化・省力化が進み、機械化一貫作業体系が確立され

つつある。

しかし、千葉県の東総地域における代表的な作型であ

る春キャベツの秋まき春どり栽培では、セル成型苗の導

入が進んでいない。その理由として、定植後、気温や地

温が急激に低下する作型であるため、小さくて物理的障

害に弱いセル成型苗では、活着が遅れるうちに、風害や

寒害を受けて枯死してしまうことが挙げられる。そこで、

春キャベツの秋まき春どり栽培における機械化一貫作業

体系を確立するため、定植直後からのべたがけ被覆期間

がセル成型苗の活着の安定化及びその後の生育に及ぼす

影響について検討した。

Ⅱ材料及び方法

本試験は2002年から2003年にかけて、千葉県農業総

2004年10月１日受理
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合研究センター北総園芸研究所東総野菜研究室圃場（淡

色黒ボク土）で実施した。品種「金系201号」（サカタの

タネ）を供試し、2002年10月29日に128穴セルトレイ

（ヤンマー農機）に播種した。育苗培養土は、バーミ

キュライトとピートモスを主体としたセルトレイ専用育

苗培養土「与作N-15」（チッソ旭肥料）を用いた。１１月

29日に畦間60ｃｍ、株間40ｃｍで定植した。

基肥として10a当たり窒素12.8kg、リン酸18.8kg、加

里12.8kgを施用した。追肥として10a当たり窒素3.6kg，

リン酸0.8kg，加里2.4kgを３月１０日に施用した。

べたがけ資材は、寒冷紗（商品名：クレモナ寒冷紗

#300、クラレ社製)を使用した。

試験区は、１２週間被覆区、６週間被覆区、３週間被覆

区、無被覆区を設けた。べたがけ被覆は、定植直後の１１

月29日から開始し、１２週間被覆区は２月２１日、６週間被

覆区は１月10日、３週間被覆区は12月20日に除去した。

試験規模はｌ区40株の３反復とした。

生育期間中の気温は、東総野菜研究室圃場に設置され

た百葉箱での測定データを用いた。各試験区の地温は、

熱電対を用いて、セル成型苗の根鉢の底に等しい深さ５

ｃｍにおいて測定した。試験区の収穫調査は、2003年５

月14日から６月２日の期間において、収種期に達したと

判断される株から順次実施した。

Ⅲ 結 果 及 び 考 察

本試験を実施した2002年11月から2003年５月は、平

年と比較して全般的に気温が低かった。特に、３週間被

覆区のべたがけを除去した後の12月第６半旬から１月

第２半旬にかけては、平年と比べて、日平均気温が２℃

以上低かった（第１図)。

寒冷紗によるべたがけ被覆は、１２月中下旬の晴天日の

深さ５ｃｍにおける日最高地温で約２℃の上昇効果があ

った（第２図)。

第１表にべたがけ被覆がセル成型苗の初期生育に及ぼ

す影響を示した。定植後１週間では、被覆の有無による
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の被覆では、収穫時の生存率が58％にまで落ちてしまう。

これは、被覆除去後の12月第５半旬から１月第２半旬に

厳しい寒さを受けたことと、１月第１半旬の日最大風速

10.3ｍ/sという強風の影響が考えられる。セル成型苗は、

慣行の地床育苗による苗と比べて旺軸が細いために、風

によって吹き回されることで障害を受けやすい。

また、第３図に示したように、べたがけ被覆を除去し

た時期とは関係なく、３月以降に生存率が低下している。

枯死する株を観察すると、根鉢が露出し、しおれ症状を

呈していることが多い（写真１)。これは、株元が風雨に

より洗い流されて、根が障害を受けているために、３月

以降の気温上昇に伴う蒸散量の増加に対して、根からの

水分供給が追いつかないことが原因であると考えられる。

べたがけ被覆による生存率の向上は、地温の上昇だけ

ではなく、風雨による根鉢の露出を防ぐ物理的安定効果

にもよる所が大きいと考えられる。この点については、

地温上昇効果を持たない資材の被覆効果の検討が今後必

要であろう。

以上のように、１２週間被覆区及び６週間被覆区は、収

種時の生存率が90％を超え、また、３週間被覆区及び無

被覆区に比べ、生育斉一性が高く、総収量が多かった。

したがって、定植後のべたがけ被覆期間として、６週間

から12週間が必要であると判断された。

葉数、草丈及び生体重の差は認められなかったが、定植

後３週間では、草丈と生体重に有意な差が認められた。

第３図に定植直後のセル成型苗へのべたがけ被覆期間

が、その後の生存率に及ぼす影響を示した。定植直後か

ら２月22日までは、いずれの試験区においても生存率は

100％であった。しかし、収種調査を開始した５月14日

における生存率は、１２週間被覆区ではほぼ100％であっ

たが、３週間被覆区では58％、無被覆区では20％と低か

った。

第４図に生育斉一性の指標として調査した収穫株率

（ある調査日までに収穫された株数/最終的な収種株数

×100）を示した。１２週間被覆区及び６週間被覆区では、

収砿株率は収穫開始後約１週間で90％に達し、生育斉一

性が高かったが、３週間被覆区及び無被覆区では90％に

達するまで収穫開始後約２週間を要し、生育斉一性が低

かった。

第５図に等級別収量を示した。総収量は、生存株率が

高かった12週間被覆区及び６週間被覆区が、３週間被覆

区と無被覆区に比べて有意に多かった。ただし、商品性

の高い２Ｌ（球重15009以上）とＬ（球重1250～15009）

の合計収量は、３週間被覆区が最も多かった。これは、

３週間被覆区の生存率が、１２週間被覆区及び６週間被覆

区と比べて低くなったことにより、栽植密度が下がり、

個々の株の生育が良好になったことが原因と考えられる。

第１表に示したように、べたがけ被覆の効果が秋まき

春どりキャベツの生育に明らかに現れるまでには、定植

後３週間の被覆が必要だと考えられる。しかし、３週間
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写真ｌしおれ症状を呈したキヤベツセル成型苗

（2003年311撮影）

した存どりキャベツの生育に及ぼす影響について検討し

た。その結果、冬期が低温で、１１｝l定植の春どりキャベ

ツ般培が困難な地域においても、べたがけ被覆を定植後

６週間から12週間実施することで、収穫時において90％

以|鳥の生作率が確保できるとともに、無被稚の場合と比

べて、生育斉一性が向|北、総収1,tが増加した。
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TheEffectoftheRowCoveringPeriodwithVinylonCheesecloth

ontheGrowthofSpringCabbagePlugSeedlingsAfternansplant
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TheeffectoftherowcoveringperiodwithVinylonCheeseclothonthegrowthofSpringcabbageplug

seedlingswasinvesljigated，

EveninareaswherethecultivationofSpringcabbageplugseedlingstransplantedinNovemberis

difficulｔｄｕｅｔｏｌｏｗｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅｓ，coveringrowswithVinylonCheeseclothfor6-12weeksafter

transplantresultedinasurvivalrateofover90％、ComparedwiththecultivationofSpringcabbage

plugseedlingswithnorowcovering，equalizationofgrowthwasimproveｄａｎｄｔｈｅｙｉｅｌｄｓｗｅｒｅ

ｉｎｃ１､easGd．
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